
秀 頼 版 「帝鑑 図説 」(慶長11年 刊古活字本6冊)

わが国にはじめて活版印刷術が伝来したのは

キ リスト教伝導師による天正末年のことである

がこの西洋式印刷法は、ほどな く為政者の布教

弾圧に伴い、広 く普及するところとならなかっ

た。

これより数年お くれて文緑初年 、豊臣秀吉の

朝鮮の役により李朝か らも中国起源の活字印刷

法が もたらされた。この東洋式の活版印刷法は

従来の整版(木 版)印 刷にかわる簡便な手段 と

して、いち早 く各方面で注 目されることにな り

文緑 ・慶長より元和 ・寛永に至 る近世の初頭 こ

の方式による書籍の開版が相次ぎ、ここに古活

字版の盛行の時代が現出した。

皇室では後陽成天皇が文緑2年 に「古文孝経」

を出版(文 緑勅版)な され、続いて慶長中頃ま

でに 「錦繍段」「勧学文」「四書」「古文孝経」「日本

書紀神代巻」「職原抄」「白氏五妃曲」などを大型

の木活字で次々と刊行(慶 長勅版)せ られた。

その うち慶長2年 刊の 「錦繍段」と「勧学文」

にはその巻末の蹟文に近来の朝鮮活字印刷法に

よって印行した旨がしるされている。

医師の小瀬甫庵や如庵宗乾なども文腺5年 よ

り慶長のは じめにかけて 「補注蒙求」「十四経発

揮」「本草序例」「医学正伝」「東垣十書」「医方大成

論」「元亨釈書などを刊行した。

また、徳川家康は慶長4年 か ら11年にかけて

「孔子家語」「貞観政要」「三略」「六軸 「周易」「七

書」などを伏見の円光寺で印行 している。

こうした活版印刷による書籍の開版事業の活

況を目のあた りにして、あるいはまた、ことに

家康の伏見版の刊行に刺戟を受けたものなのか

豊臣秀頼 もまた開版のことを企て、活字植版 と

整版彫刻の技術を駆使して、慶長11年 に 「帝鑑

図説」6冊 を出版 した。

これは全冊に豊富な挿絵を伴 うことで当時刊

行の古活字版の中でも特に異彩を放ち、世に秀

頼版 として珍重されている。

「帝鑑図説」は明の張居正 ・呂調陽の撰にな

る帝王の鑑戒の書で、時の皇太子のために上代

より宋代におよぶ歴代諸帝の善悪の政績を引き

これに解 と図を配 したものであるp

豊臣秀頼は幼少に して聰明、好学の気風あり

朝夕この書を愛読 し、よって翻印開版を行 うに

至ったという。このことは、巻尾に付された慶

長11年 の西笑承党の蹟文にみえる。

秀頼版の印行が何処でなされ、誰れが関与 し

たのかは定かでないが開版の行われた年、秀頼

はわずかに14才 であった。

この秀頼版 「帝鑑図説」の承党の践文の付い

た伝本は有蹟本 と呼ばれ内閣文庫 、東洋文庫、

日光天海蔵および弊館(甲 本、欠第1・5冊)

に所蔵 されている。

所掲の館蔵乙本[写 真1]は 、この承党蹟の二

葉分が欠落した慶長11年 刊本(横 山重氏旧蔵)

である。

袋綴、藍色原表紙(市 松模様空押)、29.1糎 ×

19.8糎 、四周双辺(22糎 ×14.2糎)、有界、毎半

葉9行 、毎行19字 、解は本文 より低1格 、挿絵

(四周双辺19.5糎 ×28.4糎 、前集81葉 、後集36

葉)、版心黒口花紋魚尾「前(後)(丁 数)」、題簑(後

補)墨書「帝鑑図説 前乙(～ 四、後一 ・二)」、内

題なし、序題は書名に同じ、前集(第1-4冊)・

後集(第5・6冊)に 分れる。

第1冊 の前集巻首に 「聖哲芳規」の四字を半

葉ごとに大字草体で刻出し、続いて陸樹声の叙

(萬暦癸酉仲春吉 日)3葉 、張居正 ・呂調陽の

進図疏(隆 慶六年十二月十八 日)4葉 、前 目録

5葉 がある。 また、第5冊 の後集巻首に 「狂愚

覆轍」の四字 を同 じく半葉 ごとに大字で草刻 し

続いて後 目録3葉 があり、第6冊 の末尾に王希

烈の後序(萬 暦元年孟夏之吉)3葉 を付す。

本文は一葉 ごとに組版、解版が行われてお り、

前葉の使用活字が次葉にも出現す る。木活字は

新彫したもののごとく頗 る精美で伏見版にも比

肩しえよう。第1冊 首の進図疏のうち前序第7

葉表第5・6行 にあたる2行 分は単体活字でな
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写真1慶 長11年 刊 「帝鑑図説」巻首

く、整版の手法で扁平字体 を密彫した長方型の

駒 を植版 している。挿絵(整 版)は 全冊合せて

117葉 の多きを数えるが、その図柄は明刊本と比

較して、やや改変が加 えられている。

各冊に当時の朱墨訓点、朱線が施 こされ、上

欄などに墨筆の書入れ、誤植の訂正がある。な

お、第6冊 末尾に後第81葉 が誤綴 されている。

秀頼版 「帝鑑図説」で付記すべ きは、この慶

長11年 刊本に続いてそのやや後に印行された無

蹟の異植字本が存在す ることである。これは過

ぎる昭和49年 の秋、館蔵の丙本(欠 第6冊 ・小

汀利得氏旧蔵)[写 真2右]と 有践本 との対査 、

大阪府立中之島図書館本 との照合により明らか

になったものである。

この異植字本は慶長11年 刊本よりいく分、厚

手の料紙 を用い、先行本の誤脱 を補訂 している

ところもあるが、かえって新たな誤植 も多い。

本文や版心部分に活字の顛倒や横転 などもみ

られ、組版は概 して粗雑になっている。木活字

の磨耗が 目立 ち、版面の墨付きも一様でない。

挿絵の部分は先行本の整版を重用 してお り所々

に部分的な損傷が出ている。第1冊 首の前序第

7葉 表第5・6行 の2行 分は先行本の長方形の

駒を用いず改刻1.て いる。

第6冊 末尾の承免の蹟を欠 くいわゆる無蹟本

は比較的多く、諸庫にその所在が知 られている

が、これまで版種の区別がなされてお らず、す

写真2[左]慶 長11年 刊本[右]丙 本(異 植字版)

べて同版本 として一律に取扱われてきた。

しか し筆者 らがこれまでに実査 しえた範囲で

は、大阪府立中之島図書館本(西 大路藩主市橋

長昭侯旧蔵)と 弊館本(丙 本)の ほかに尊経閣

文庫本(整 版刷 り題篭付)、福井市立図書館本(

墨書外題)、宮内庁書陵部本(横 転活字を植換 え

訂正)、名古屋市蓬左文庫本(挿 絵は一部に別版

を補配)の 諸本も後出の異植字本 と認められる。

なお、近 ごろ国立国会図書館参考書誌部人文

課貴重書室主査五十嵐金三郎氏がこれ ら秀頼版

伝本の総合調査を進めておられるので、ほどな

く諸本についての詳細が判明するものと期待 さ

れる。

おわ りに本稿 をなすにあたって、故長澤規矩

也博士 をはじめ大阪樟蔭女子大学木村三四吾教

授.金 城学院大学杉浦豊治講師には何か とご指

導をいただいた。また、前内閣文庫和漢書専門

官福井保氏、前名古屋市蓬左文庫主事織茂三郎

氏、大阪府立中之島図書館主幹多治比郁夫氏、

天理図書館特別本整理係大内田貞郎氏、陽明文

庫主任名和修氏、内閣文庫図書専門官長澤孝三

氏ならびに秀頼版をご所蔵の諸館の関係各位に

はお世話になることが多かった。ここに厚 く感

謝の意を表す る次第である。

(中央図書館運用課長 森上 修)
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